
 

 

５月14日（木）１・２限に第1回 生徒総会を行い

ました。生徒会は、５月28日に実施される体育祭の企

画・準備もあり、時間がない中で準備をしてきました。

総会では３年生のリーダーから具体的な活動について説

明がありました。質疑等では、みんなで考える時間を入

れるなど「より良い学校づくりは自分たちの手で」とい

う想いがうかがえる討議が見られました。 

 （生徒会長の答弁を引用）今年度、生徒会では「道し

るべ〜未来へ紡ぐ〜」という年間スローガンにしようと

決めました。「道しるべ」には、それぞれの道の進む方

向・目的地などを表したものという意味があり、「紡

ぐ」とは、もともとは、綿を糸にする行為を指す言葉で

したが、今は「言葉や物語をつなげ作り出す」という意

味があります。紡ぐのもともとの意味であった綿（コッ

トン）をつくるコットンプロジェクトはもちろん、道しるべとなるものを未来の

能生中学校の生徒に残そうと思いこのスローガンにしました。「紡ぐ」のよう

に、伝統的な活動をつなげることはもちろん、新しい取組をつくる1年間にして

いきたいと思っています。体育祭や音楽祭という二大行事を始めSNGsや挨拶運

動、そしてコットンプロジェクトを素晴らしいものにするために全校生徒で協力

していきます。 
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４月21日（火）今年度の体育祭の軍カラー抽選会を行いました。実行

委員長の定岡さんから体育祭スローガン「共創（きょうそう） 〜本気

で挑め、笑顔で終われ〜」が発表され、いよいよ体育祭がスタートしま

した。抽選会では、生徒会総務委員が抽選方法に趣向を凝らし全校生徒

が楽しめるよう工夫していました。 

５月11日（月）には体育祭結団式を行いました。軍ごとに集まり、リ

ーダーたちの緊張感いっぱいの自己紹介をスタートに、軍名（色にちな

んだオリジナルの呼び名）とその由来、チームマスコットや入場曲、ダ

ンス曲などを紹介し、団員の気持ちを盛り上げていました。また、団員

同士が少しでも早く打ち解け、気持ちが一つになるようにと、両軍それ

ぞれにアイスブレイクを行っていました。 

 今週からは全校や学年で競技や応援練習を行っていきます。すでに各

軍の計画（生徒玄関に貼りだされた練習計画表）のもと、昼休みには各

学級で応援披露のダンス練習が行われています。 

５月16日（土）生徒会リーダーと有志の生徒９名で「いといがわコットンプロジェクト」の綿花の種

植えボランティアに参加しました。（株）aoの天野様、家崎様からご教授いただき、畑を整地する作

業、そこに黒いマルチシートを止めていく作業から始めました。種植えは、コットンの色ごとに畝を変

え、シートに空いた穴から5㎝土を指で掘り、５〜７粒の種を入れていきます。最初は戸惑いながらの

種植えでしたが、時間が経つにつれ黙々と作業に集中して取り組んでいました。爽やかな気候の中で、

爽やかな気持ちになる活動となりました。 

また、5月21日には１・２年生を対象に「コットンプロジェクト講演会」を実施しました。その後、

学校でも栽培する綿花の種をプランターに植える活動を行いました。今年度も全校生徒で地域に貢献コ

ットンプロジェクトに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

体育祭 共創（きょうそう） ～本気で挑め、笑顔で終われ～ 

 綿花種植えボランティア 〜未来へ紡ぐ 第1弾〜 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月12日（火）避難訓練を実施しました。今回は、地震の発生

による身を守る行動と大津波警報が発令され速やかに避難する

行動について学びました。放送の「地震から身を守る行動」と

いう言葉から何ができるかを考え、「机の下に身を隠すだけで

なく、机の脚を手でしっかりと抑える」行動を取る生徒がいま

した。これは地震の横揺れによって、他の机や家具が自分に向

かって移動して来ても、机によって身を守れる行動となりま

す。できることの最善を尽くして、「自分の命は自分で守る」行動だと思います。 

 大津波警報が発令され、海洋高校へ向かう高台に速やかに避難する行動では、地震の余震に配慮しな

がら速やかに行動することができました。能生中学校は、海抜15ｍの位置にあります。糸魚川地域消防

能生分署の佐藤様からは、想定を超えた災害への対応や東日本大震災での教訓「津波てんでんこ」につ

いてお話をしていただきました。 

   

 

 

 

 

 

 

「かがやき週間」がスタ

ートしました。この取組

は、能生地域全体で児童

生徒の確実な学習習慣づ

くりと望ましい生活リズ

ムの習慣づくりを推進するものです。中学校では12日（火）から18日（月）までの間実施しました。

朝活動の時間に、昨日の時間を記録用紙に記入し、振り返りを行っていました。規則正しい生活習慣に

することで、望ましい成長を促し、自らの体調を管理していく力を身に付けてほしいと願っています。 

第 1回避難訓練 ～自分の命は自分で守る～ 

かがやき週間 ～生活習慣改善～ 
 

１学年 一致団結 笑顔爆裂 ～学年みんなで協力し合って楽しもう～ 
1年生全員が一致団結し、明るく楽しく、笑顔が爆裂する姿で、学校行事や様々な活動に協力し合いな

がら取り組んでいきます。 

２学年 勇往邁進 ～超絶怒涛の２学年～ 
3年生を支え、１年生を引っ張っていく2年生。恐れることなく、自分の信じた道に向かって真っ直ぐ

に突き進んでこう。勇気をもって、今の自分からワンステップできる自分、学年にしていきましょう。 

３学年 伝える ～思いを届けよう～  
能生中学校で、これまで自分たちとかかわってくれた友だち、家族、地域の皆さん、後輩、先生、すべ

ての人たちに感謝の心を届けるとともに、一人一人が自己実現に向かって最高の一年にしていきます。 



 


